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学位論文題名

A Three-Center Study of Dental Arch Relationship Outcomes Following Two-Stage 

Palatoplasty for Japanese Patients with Complete Unilateral Cleft Lip and Palate 

（異なる2段階口蓋形成手術法を行う 3 施設間の歯槽弓関係・咬合関係の成績比

較）

審査は， 審査担当者全員出席のもと公聴会形式で行われた。 はじめに申請

者より提出論文の概要の説明が行われ， 審査担当者が提出論文の内容および関 

連した学問分野について口頭により試問する形で行われた。

審査を行った論文の概要は以下の通りである。

口唇口蓋裂の治療において， 良好な中顔面の成長を促進することを目的とし

て上顎の成長期が終了するまで硬口蓋閉鎖を遅延させる二段階口蓋形成術があ

るが， 硬口蓋閉鎖時期を遅らせることは正常な言語発達を妨げる可能性があ

る。 そこで， 硬口蓋閉鎖を早期に行う様々な二段階口蓋形成術が試みられて

いるが， 時期や術式に関して明快な結論は出ていない。 本研究の目的は， 3 

施設（北海道大学(A), 新潟大学(B), 大阪母子センタ ー (C))間の， 時

期と手法が異なる二段階口蓋形成術プロトコルで治療された片側性完全唇顎口

蓋裂 (UCLP) 患者の 5 歳時の歯槽弓関係と咬合関係を比較検討することであ

る。 症例選択基準は， UCLP 一次症例， Simonart band のない完全裂， 日本

人， 正常出生時体重児， 合併異常を有しない， を満たす連続症例とし， 一 定期

間内に各プロトコルに従い治療を行った 90 名 (A39 人， B 26 人， C 25 人）

を対象とした。 3施設とも Hotz 床による術前顎矯正を， 生後3~6か月で口唇

形成術を行った。 Aでは， 二段階口蓋形成術の初回手術として平均1歳7ヶ

月に Furlow 変法にて軟口蓋から硬口藍後方 1/2 を閉鎖した。 上顎結節口蓋側






